
健

康

に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
会
議

で
提
言
さ
れ
た
言
葉
か
ら
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
ド
ミ
ノ
の
予

防
は
歯
の
健
康
か
ら
」

・
血
管
年
齢
を
若
く
保
つ
こ
と
が

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
。

・
80

歳
の
人
で
は
、
咀
嚼
能
力
が

低

下

す
る
と
死

亡

リ
ス
ク
が
5

倍
に
な
る
。

・
歯
を
失
う
こ
と
で
会
話
機
能
が

低
下
し
社
会
参
加
が
積
極
的
で

な
く
な
る
。

花
田
信
弘
氏

鶴
見
大
学

Ⅱ
、
「
口
腔
ケ
ア
で
ハ
ツ
ラ
ツ
生
活
」

・
肺
炎

で
亡

く
な
る
方

は
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
者
で
、
そ
の
7
割
が
誤

嚥
性
肺
炎
と
い
わ
れ
る
。
口
腔
ケ

ア
に
よ
り
喉
か
ら
の
細
菌
の
誤
嚥

が
減
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
（
食
べ
た

も
の
や
細
菌
な
ど
が
間
違
っ
て
気

管
に
入
る
こ
と
で
生
じ
る
肺
炎
）

の
発

症

率

が
下

が
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

・
歯
磨
き
と
い
う
行
為
自
体
が
口

腔

の
刺

激

と
な
り
誤

嚥

の
際

の

む
せ
る
動
き
が
改
善
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

・
噛
む
こ
と
は
高
齢
者
に
お
い
て

は
脳
を
活
性
化
し
生
活
意
欲
、

社
会
参
加
意
欲
を
あ
げ
ま
す
。

石
川
昭
氏

浜
松
口
腔
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長

Ⅲ
、
「
歯
科
医
自
ら
が
明
ら
か
に

す
る
歯
と
全
身
の
健
康
栄
養
」
・

全

国

の
歯

科

医

2

万

１
１
４
９

名

（
歯

科

医

3

人

に
１
人

の
割

合
）
に
10

年
間
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
た
結
果
か
ら
。

①
歯
の
少
な
い
人
は
カ
ロ
チ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
C
、
食
物
繊
維
の
摂
取
量

が
低
下
し
炭
水
化
物
の
摂
取
が

増
加
す
る
。

②
半
分
（
14
本
）
以
上
自
分
の
歯

が
な
く
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
肺

炎

で
亡
く
な
る
危

険
性
が
3
倍

以

上
に
な
り
、
全
部
な
く
な
る
と
4

倍
以
上
危
険
性
が
増
え
る
。

③
大
腿
骨
の
頚
部
（
太
も
も
の
付

け
根

）
骨

折

の
危

険

性

が
半

分

以

上

歯

が
な
く
な
る
と
5

倍

、

全

部

な
く
な
る
と
6

倍

高

く
な

る
。
特

に
60

歳

以

上

で
は
9

倍

以
上
と
非
常
に
高
く
な
る
。

東

日

本

大

震

災

者

へ
、
詩

と
絵

が
届
き
ま
し
た
。

8
月

1
日

う
た
せ
船
遊
覧

1
日

町
教
育
振
興
大
会

4
日

地
域
活
性
化
委
員
会

4
日

中
学
学
校
保
健
会

6
日

七
夕
ね
ぶ
流
し

7
日

28
区

夏
祭
り

13
日
～
15
日

休
診

17
日

前
夜
祭

18
日
～
20
日

一
日
市
盆
踊
り

20
日

午
後
休
診

20
日

古
城
址
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日

浦
城
祭
り
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